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    議会報告     12

2010

定例会
平成22年12月

笑顔のたえない町をめざして

12月 13日 

14日
　

15日
16日
17日

議会本会議（出席者13名、欠席者1名）
（議会の会期の決定、議案の上程、提案理由の説明等）
地域振興常任委員会
（大任町ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例等の審査）
（休会）
総務常任委員会（大任町男女共同参画推進条例の制定等の審査）
議会本会議（出席者１３名、欠席者１名）
（各常任委員会委員長報告の内容審議と採決等）

平成 22 年 12 月定例会が 12 月 13 日から 17 日までの５日間の日程
で開会されましたのでその審議内容と結果をご報告いたします。

記
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議 会 本 会 議
13 日開会（審議経過）

　

日
程
第 

１

　

会
議
録
署
名
議
員

　
　
　
　
　
　

の
指
名

　

今
期
定
例
会
の
会
議
録
署
名

議
員
に
は
、
４
番
議
員　

永
原
義

孝
君
、
５
番
議
員　

丹
村
咲
男
君

を
指
名
。

　

日
程
第 

２

　

会
期
の
決
定

　
︽
12
月
13
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で

の
５
日
間
と
す
る
こ
と
に
決
定
︾

　

日
程
第 

３

　

諸
般
の
報
告

　
●
議
長
報
告

　
　
　
　
（
議
長　

田
中 

良
幸
）

１
．
請
願
・
陳
情

　

本
日
ま
で
に
受
理
し
た
請
願
は

「
永
住
外
国
人
地
方
参
政
権
付
与

に
関
す
る
意
見
書
の
請
願
書
」
１

件
で
、
会
議
規
則
第
91
条
及
び
92

条
の
規
定
に
準
じ
、
請
願
文
書
表

の
と
お
り
、
所
管
の
常
任
委
員
会

に
付
託
。

２
．
系
統
議
長
会
関
係

○
11
月
10
日

　
﹁
田
川
郡
町
村
議
会
議
長
会
議

員
研
修
﹂
出
席

　
　

田
川
郡
町
村
議
会
議
員
を

対
象
に
、
東
京
大
学
名
誉
教

授
を
講
師
に
招
い
て
、「
地
域

主
権
改
革
と
こ
れ
か
ら
の
町

村
」
と
い
う
演
題
で
、
研
修

が
行
わ
れ
、
本
町
か
ら
９
名

が
参
加
。
平
成
の
合
併
後
の

市
町
村
に
お
け
る
事
務
処
理

の
あ
り
方
や
、
道
州
制
、
地

域
主
権
か
ら
地
域
主
権
改
革

の
推
進
な
ど
の
講
演
で
、
町

村
議
会
議
員
の
職
責
遂
行
に

有
用
な
情
報
収
集
、
研
鑽
・

交
流
の
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

○
11
月
17
日

　
﹁
第
54
回
町
村
議
会
議
長
会
全

国
大
会
﹂
出
席

　
　

国
は
、
地
域
主
権
改
革
の

推
進
を
掲
げ
、
本
年
６
月
に

「
地
域
主
権
戦
略
大
綱
」
を

策
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
際
、

全
国
町
村
の
声
を
充
分
耳
を

傾
け
、
思
い
切
っ
た
地
域
主

権
改
革
を
徹
底
し
て
実
行
す

る
こ
と
を
宣
言
し
ま
し
た
。

○
11
月
29
日

　
﹁
田
川
郡
村
議
会
議
長
及
び
議

会
事
務
局
長
研
修
会
﹂
出
席

　
　

そ
の
内
容
は
、
平
成
21
年

度
歳
入
歳
出
決
算
及
び
平
成

23
年
度
予
算
案
に
つ
い
て
審
議

し
全
員
異
議
な
く
承
認
し
ま
し

た
。

　

以
上
が
、
議
長
報
告
で
あ
り
ま

し
た
。

●
議
会
運
営
委
員
長
報
告

　
　
　
　
（
委
員
長　

岩
口
巌
）

　

去
る
、
12
月
９
日
、
10
時
よ
り

12
月
定
例
議
会
に
向
け
て
の
議
会

運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
い
た
し

ま
す
。
会
期
に
つ
き
ま
し
て
は
、

議
長
の
提
案
ど
お
り
12
月
13
日
か

ら
17
日
ま
で
の
５
日
間
と
す
る
こ

と
で
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
提
出
議
案
は
、
議

案
第
38
号
「
大
任
町
男
女
共
同
参

画
推
進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

か
ら
議
案
第
44
号
「
平
成
22
年
度

大
任
町
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」
ま

で
の
７
議
案
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

各
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
今
回
、
請
願
を
１
件
受

理
し
て
お
り
、
議
長
の
提
案
ど
お

り
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
議
長
提
出
議
案
の
選
挙

第
１
号
「
福
岡
県
介
護
保
険
広

域
連
合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い

て
」
は
本
町
議
会
か
ら
選
出
し
て

い
た
、
永
原
町
長
が
、
平
成
22
年

10
月
７
日
付
で
広
域
連
合
運
営
協

議
会
委
員
に
選
出
さ
れ
た
た
め
、

議
会
議
員
を
辞
職
し
て
お
り
、
そ

の
た
め
新
た
に
本
町
よ
り
広
域
連

合
議
会
議
員
を
選
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
、
本

日
の
会
議
で
１
名
選
出
し
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
尚
、
福
岡
県

下
、
市
町
村
議
会
に
お
き
ま
し
て

は
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が
、
首

長
も
し
く
は
、
議
会
議
長
を
選
出

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
議
会
運
営

委
員
会
と
し
て
は
、
残
任
期
間
も

来
年
４
月
末
ま
で
し
か
な
く
、
後

任
に
田
中
議
長
を
選
出
す
る
こ
と

を
決
定
し
た
の
で
、
皆
様
の
ご
賛

同
を
お
願
い
し
ま
す
。



●
田
川
地
区
消
防
組
合

　

議
会
報
告

 

（
消
防
組
合
議
会
議
員　

坂
本
年
行
）

　

去
る
、
11
月
29
日
、
14
時
か
ら
、

田
川
地
区
消
防
組
合
議
会
定
例
会

が
開
会
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の

結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

先
ず
、
平
成
21
年
度
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
差
引
き
、
２
千
25
万
千
円
の
黒

字
決
算
と
の
報
告
が
あ
り
、
原
案

の
と
お
り
異
議
な
く
認
定
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
監
査
委
員
の
選
任
に
つ

い
て
は
、
平
成
23
年
１
月
３
日
で

任
期
満
了
と
な
る
田
川
市
の
村
上

耕
一
氏
を
再
任
し
、
同
意
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
交
通
事
故
の
和
解
と
損

害
賠
償
の
額
の
決
定
、
火
災
予
防

条
例
及
び
手
数
料
条
例
、
職
員
の

給
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
は
、
異
議
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
、
９
千
３
百
10
万

円
増
額
し
、
そ
の
主
な
も
の
は
、
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次
に
、
本
年
９
月
末
を
も
っ
て

寡
婦
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
福
岡
県
町
村
議
会

会
長
よ
り
、
こ
の
制
度
の
復
活
を

要
望
す
る
意
見
書
を
各
町
村
議
会

か
ら
提
出
し
て
ほ
し
い
旨
の
通
達

が
あ
り
、
本
町
に
お
い
て
も
、
寡

婦
家
庭
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大

変
厳
し
く
、
一
刻
も
早
く
、
こ
の

医
療
費
助
成
制
度
を
復
活
し
て
頂

く
よ
う
、
今
定
例
会
最
終
日
に
発

委
案
と
し
て
、
議
案
上
程
す
る
の

で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

次
に
、
道
の
駅
「
さ
く
ら
街

道
」
は
、
県
内
は
も
と
よ
り
他
県

か
ら
も
大
勢
の
お
客
で
連
日
大
変

賑
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

大
任
生
産
の
農
産
物
が
少
な
い
と

の
意
見
も
聞
き
お
よ
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
こ
で
本
町
農
業
振
興
の
発

展
と
、
雇
用
の
促
進
を
兼
ね
た
野

菜
生
産
施
設
の
視
察
研
修
を
実
施

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
日
程
等
に

つ
い
て
は
皆
さ
ん
と
協
議
し
な
が

ら
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
が
議
会
運
営
委
員
長
報

告
で
あ
り
ま
し
た
。

財
政
町
政
基
金
積
立
金
で
あ

り
、
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ
ぞ
れ
、

16
億
５
百
７
万
9
千
円
と
す
る
も

の
で
全
員
異
議
な
く
可
決
し
、
本

議
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
に
、
全
員
、
屋
外

の
訓
練
棟
に
移
動
し
、
昨
年
購
入

し
た
、
は
し
ご
車
の
模
擬
訓
練
を

見
学
し
て
散
会
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
田
川
地
区
消
防
組
合
議

会
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

●
田
川
地
区
斎
場
組
合

　

議
会
報
告

 

（
斎
場
組
合
議
会
議
員　

﨑
野
英
樹
）

　

去
る
、
10
月
19
日
13
時
30
分
か

ら
、
田
川
地
区
斎
場
組
合
議
会
定

例
会
が
開
会
さ
れ
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

　

先
ず
、
最
初
に
諸
般
の
報
告

と
し
て
、
監
査
委
員
か
ら
、
平
成

22
年
１
月
か
ら
平
成
22
年
５
月
ま

で
の
経
過
月
分
ま
で
の
出
納
監
査

報
告
の
提
出
が
あ
り
了
承
し
ま
し

た
。

　

次
に
、
副
管
理
者
の
選
任
に
つ

い
て
、
前
任
者
で
あ
る
添
田
町
の

山
本
文
男
町
長
が
、
平
成
22
年
７

月
20
日
で
職
を
辞
し
た
こ
と
に
伴

い
、
管
理
者
の
伊
藤
市
長
か
ら
、

本
町
の
永
原
町
長
が
選
任
さ
れ
、

全
員
異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
21
年
度
決
算
認
定

に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳
出
差
引
き

４
９
２
万
９
、８
２
４
円
の
黒
字

決
算
と
な
り
原
案
の
と
お
り
認
定

し
ま
し
た
。

　

次
に
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
、
６
３
７
万
６
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
総
額
そ
れ

ぞ
れ
、
１
億
３
千
２
百
49
万
９
千

円
と
す
る
も
の
で
あ
り
全
員
異
議

な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

以
上
が
田
川
地
区
斎
場
組
合
議

会
報
告
で
あ
り
ま
し
た
。

●
田
川
郡
東
部
環
境
衛

  

生
施
設
組
合
議
会
報
告

（
環
境
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員 

米
丸
年
一
）

　

去
る
、
11
月
30
日
９
時
30
分

か
ら
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛
生
組

合
議
会
臨
時
会
が
開
会
さ
れ
た
の

で
、そ
の
結
果
を
報
告
致
し
ま
す
。

　

案
件
は
、
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
施
設
組
合
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
。
そ
の
内
容
は
、
人
事

院
勧
告
に
よ
り
国
家
公
務
員
の
給

与
が
改
定
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

地
方
公
務
員
に
お
い
て
も
準
用
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
本
施
設
組
合
職

員
の
給
与
条
例
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
慎
重
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

 　

以
上
が
田
川
郡
東
部
環
境
衛

生
組
合
議
会
報
告
で
あ
り
ま
し

た
。

  

日
程
第
４
～
日
程
第
10

  

議
案
の
一
括
上
程 

（
町
長
提
出
議
案
の
説
明
と
質
疑

及
び
各
常
任
委
員
会
付
託
）

（
総
務
常
任
委
員
会
に
付
託
す
る

議
案
等
）

・
議
案
第
38
号

　
　

大
任
町
男
女
共
同
参
画
推

進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
40
号

　
　

大
任
町
総
合
運
動
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
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の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
41
号

　
　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
42
号

　
　

第
４
次
大
任
町
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
請
願
第
１
号

　
　

永
住
外
国
人
地
方
参
政
権

付
与
に
関
す
る
意
見
書
提
出
の

請
願
書

（
地
域
振
興
常
任
委
員
会

に
付
託
す
る
議
案
等
）

・
議
案
第
39
号

　
　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
44
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

日
程
第
11

・
選
挙
第
１
号

　
　

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連

合
議
会
議
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
大
任
町
選
出
議
員

で
あ
る
町
長
の
永
原
譲
二
議
員

が
、平
成
22
年
10
月
７
日
付
で
、

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

の
運
営
協
議
会
委
員
に
選
出
さ

れ
た
た
め
、
議
会
議
員
を
辞
任

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、

新
た
に
本
町
議
会
と
し
て
、
指

名
推
薦
で
田
中
良
幸
議
長
を
選

出
し
ま
し
た
。

（
豆
知
識
）

扌
議
会
の
選
挙
（
指
名
推
薦
）

　

議
会
に
お
け
る
選
挙
と
は
、
議

会
が
特
定
の
地
位
に
就
く
べ
く

人
を
選
出
す
る
行
為
で
あ
る
。

選
挙
の
方
法
と
し
て
は
、
投
票

と
指
名
推
薦
に
よ
る
方
法
が

あ
る
。
指
名
推
薦
と
は
、
全
員

に
異
議
の
な
い
場
合
の
み
、
用

い
る
こ
と
が
で
き
る
。（
地
方

自
治
法
第
１
１
８
条
２
項
）

　

以
上
で
本
日
の
日
程
を
す
べ
て

終
了
し
、
散
会
し
ま
し
た
。

地域振興常任委員会
14 日開会（審査経過）

地域振興常任委員会
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※
改
革
推
進
対
策
課
長
か
ら
道

の
駅
の
現
況
報
告
が
あ
り
、
平

成
22
年
度
の
売
り
上
げ
を
、

２
億
５
千
万
円
予
想
し
て
お
り
ま

し
た
。
１
億
円
ト
イ
レ
に
関
心
を

持
た
れ
て
、
多
く
の
お
客
さ
ん
が

見
え
ら
れ
、
そ
の
つ
い
で
に
買
い

物
を
さ
れ
る
方
が
多
く
、
オ
ー

プ
ン
か
ら
12
月
12
日
ま
で
で
、

２
億
２
，
９
６
２
万
４
，
８
２
６

円
あ
り
、
２
ヶ
月
で
22
年
度
の
予

算
の
近
く
ま
で
き
て
い
る
。
23
年

度
に
つ
い
て
は
、
32
万
人
の
来
客

と
、
売
り
上
げ
を
５
億
円
予
想
し

て
い
る
。
町
内
の
方
の
買
物
客
が

少
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
議
員

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

質
疑
＆
回
答

※
道
の
駅
（
物
産
館
）

に
つ
い
て

●
米
丸
年
一
委
員　

　
　

野
菜
が
ち
ょ
っ
と
値
段
が
高

い
と
噂
が
あ
る
が
、
ど
う
で
す

か
。

●
改
革
推
進
対
策
課
長　

　
　

御
客
様
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

に
、
野
菜
が
高
い
と
い
う
こ
と

で
、
観
遊
舎
、
そ
れ
か
ら
赤
の

直
売
所
と
、
２
日
に
一
回
、
今
、

午
前
中
と
午
後
回
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
で
、車
の
台
数
と
か
、

入
場
者
数
と
か
、
そ
れ
か
ら
野

菜
の
価
格
。
特
に
高
い
と
言
わ

れ
た
の
が
、
大
根
と
、
キ
ャ
ベ

ツ
で
す
。
そ
れ
で
、
そ
れ
を
持

ち
帰
り
ま
し
て
、
支
配
人
と
話

し
ま
し
て
、
値
段
を
下
げ
る
と

い
う
よ
う
な
こ
と
で
、
最
近
は

安
く
な
っ
た
と
い
う
ア
ン
ケ
ー

ト
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

も
こ
れ
を
継
続
し
て
、や
は
り
、

よ
そ
の
価
格
と
う
ち
の
価
格
が

開
き
の
な
い
よ
う
に
、
安
く
提

供
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

今
、
現
在
農
産
物
の
直
売

所
が
閉
鎖
に
な
っ
て
お
り
ま
す

ね
。
閉
鎖
に
な
っ
て
、
直
売
所

に
持
っ
て
行
っ
て
い
た
老
人
、

高
齢
者
の
方
々
が
、
あ
そ
こ
に

持
っ
て
い
き
た
い
け
ど
、
車
が

●
委  

員  
長

　
　
　

﨑
野　

英
樹

●
副
委
員
長

　
　
　

次
谷　

國
勝

●
委　
　

員

　
　

永
原　

髙
文

●
委　
　

員

　
　
　

永
原　

義
孝

●
委　
　

員

　
　
　

米
丸　

年
一

●
委　
　

員

　
　
　

丹
村　

咲
男

●
（
欠
席
委
員
）

　
　
　

浦
野　

福
男

　

審
査
内
容

・
議
案
第
39
号　

　
　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

内
容
は
、
母
親
の
み
の
母

子
家
庭
に
つ
い
て
、
児
童
扶
養

手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
た
も
の

が
、
父
子
に
つ
い
て
も
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
本

町
の
条
例
を
改
正
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。　

　
　

質
疑
＆
回
答

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

父
子
家
庭
が
13
名
で
、
母
子

家
庭
は
何
名
で
す
か
。

●
住
民
課
第
２
課
長

　
　

１
１
２
名
で
す
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

新
た
に
父
子
家
庭
に
な
っ
た

場
合
は
、
届
出
が
出
た
ら
受
け

付
け
る
わ
け
で
す
ね
。町
民
は
、

周
知
し
て
い
ま
す
か
。

●
住
民
課
第
２
課
長

　
　

広
報
に
も
載
せ
て
い
る
の

で
、
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
。

（
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
満

場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
）

・
議
案
第
44
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

を
歳
入
歳
出
予
算
そ
れ
ぞ

れ
３
百
87
万
９
千
円
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

８
億
９
千
８
百
36
万
６
千
円
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

(
質
疑
、討
論
な
し
、採
決
の
結
果
、

満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定)

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
は
終

了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報

告
等
」
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多
い
か
ら
、
ど
う
い
う
ふ
う
に

し
た
ら
良
い
だ
ろ
う
か
と
言
う

意
見
も
あ
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

だ
か
ら
、
そ
う
い
う
直
売
所
に

集
荷
さ
せ
て
、
そ
れ
を
物
産
館

に
持
っ
て
い
く
と
か
、
そ
う
い

う
よ
う
な
方
法
を
考
え
て
あ
げ

た
ら
ど
う
で
す
か
。

●
改
革
推
進
対
策
課
長

　
　

生
産
者
は
、
朝
７
時
か
ら

搬
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
７
時
ご
ろ
は
、
ま
だ
車
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
駐
車
場
は
７
時
ご
ろ
だ
っ

た
ら
、
ず
っ
と
空
い
て
ま
す
。

多
く
な
る
の
が
大
体
９
時
ご
ろ

か
ら
一
般
の
客
が
入
り
ま
す
の

で
、
そ
れ
ま
で
は
駐
車
場
は
、

あ
る
程
度
空
い
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
、業
者
は
そ
こ
に
入
れ
て
、

一
応
下
ろ
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

搬
入
し
に
く
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。
今
ま
で
直
売
所
に
出

し
て
い
た
人
が
、
30
名
ぐ
ら
い

居
り
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
の
生

産
品
を
、
何
ら
か
の
形
で
物
産

館
に
出
せ
る
よ
う
な
形
を
作
っ

て
あ
げ
た
ら
ど
う
で
す
か
。
今

ま
で
、
直
売
所
に
出
し
て
い
た

人
が
、
直
売
所
も
閉
鎖
し
と
る

し
、
全
然
、
物
産
館
に
も
出
し

て
な
い
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

●
改
革
推
進
対
策
課
長

　
　

徐
々
に
出
て
き
だ
し
た
で
す

ね
。
登
録
は
さ
れ
て
い
る
ん
で

す
よ
ね
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

登
録
は
し
て
い
る
け
ど
、
30

名
ぐ
ら
い
の
方
が
、
直
売
所
が

出
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、

直
売
所
に
出
し
て
い
た
ん
で

す
。
そ
れ
が
閉
鎖
に
な
っ
た
か

ら
、
浮
い
て
い
る
わ
け
で
す
。

物
産
館
に
は
、
持
っ
て
行
け
な

い
と
。
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
と

こ
ろ
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

●
改
革
推
進
対
策
課
長

　
　

そ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、

支
配
人
と
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

質
疑
＆
回
答

※
道
の
駅
の
駐
車
場
等

に
つ
い
て

●
永
原
髙
文
委
員

　
　

臨
時
駐
車
場
か
ら
、
物
産

館
に
入
る
の
に
横
断
歩
道
を
２

カ
所
ぐ
ら
い
作
っ
た
ら
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

●
事
業
課
長

　
　

永
原
議
員
さ
ん
か
ら
言
わ
れ

る
と
お
り
で
、
地
元
の
峰
区
の

方
か
ら
も
、
そ
う
い
う
要
望
が

あ
り
ま
す
の
で
、
現
在
、
公
安

委
員
会
の
方
へ
要
望
書
を
出
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
今
し
ば
ら

く
待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

●
永
原
髙
文
委
員

　
　

臨
時
駐
車
場
の
横
の
水
路

が
深
い
た
め
危
険
性
が
あ
り
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
な
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
か
何
か
付
け
た
ら
ど
う

で
す
か
。
そ
れ
と
、
水
路
に
ご

み
が
散
ら
か
っ
て
い
ま
す
。
何

か
対
応
策
は
な
い
で
す
か
。

●
事
業
課
長

　
　

臨
時
駐
車
場
の
件
で
す
が
、

先
ほ
ど
改
革
推
進
対
策
課
長

の
方
か
ら
報
告
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
予
想
以
上
に
来
場
者
が

多
い
と
い
う
こ
と
で
、
永
原
議

員
さ
ん
が
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

臨
時
駐
車
場
も
満
杯
の
よ
う

で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
こ
で
指
摘

の
よ
う
に
、
農
業
用
水
路
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
こ
で
事
故
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
急
遽
、
町
長
と
協
議
し

ま
し
て
、仮
設
と
い
い
ま
す
か
、

移
動
式
な
ん
で
す
け
ど
も
、
防

護
柵
等
を
設
置
す
る
よ
う
に
手

配
致
し
ま
し
た
。

　
　

そ
れ
か
ら
、
も
う
１
件
指
摘

さ
れ
ま
し
た
水
路
の
ご
み
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
改
革
推
進
課

と
そ
の
付
近
を
調
査
し
ま
し
た

が
、
さ
し
て
ご
み
等
は
散
か
っ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後

も
見
回
り
ま
し
て
、
来
場
者
が

多
い
の
で
、
ご
み
等
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
事
業
課
若
し
く
は
道

の
駅
の
方
で
管
理
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

ち
ょ
っ
と
そ
れ
関
連
し
て
質

問
し
ま
す
け
ど
、
仮
設
を
作
る

場
合
、
水
路
敷
に
穴
を
ほ
が
し

ま
す
か
。

●
事
業
課
長

　
　

い
い
え
。

●
丹
村
咲
男
委
員

　
　

も
し
、
仮
設
で
だ
め
で
、
き

れ
い
に
壁
を
す
る
と
す
る
で

し
ょ
う
。壁
を
す
る
と
し
た
ら
、

そ
こ
の
水
利
委
員
会
と
十
分

協
議
を
し
て
進
ん
で
い
か
な
い

と
、後
で
摩
擦
が
起
こ
る
か
ら
、

そ
れ
は
十
分
協
議
し
て
い
た
だ

い
て
、
進
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
事
業
課
長

　
　

丹
村
議
員
が
言
わ
れ
る
と

お
り
で
、
水
路
等
を
扱
う
場

合
は
、
地
元
の
水
利
委
員
会

を
経
由
し
て
、
十
分
協
議
し
な

が
ら
す
る
つ
も
り
で
ご
ざ
い
ま

す
。
た
だ
し
、
今
回
は
、
移
動

で
き
る
よ
う
な
も
の
で
、
水
路

を
扱
っ
た
り
す
る
も
の
で
ご
ざ

い
ま
せ
ん
の
で
、
駐
車
場
敷
地

内
に
移
動
式
の
そ
の
防
護
柵
等

を
設
置
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。

※
議
会
事
務
局
よ
り
、
最
終
日
に

議
会
運
営
委
員
長
よ
り
、
発
委
第

３
号
を
提
出
。
１
月
10
日
に
議
会

初
よ
り
を
行
い
ま
す
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　

以
上
を
以
て
、
地
域
振
興
常
任

委
員
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
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●
委  

員  

長

　
　
　

松
下　
　

太

●
副
委
員
長

　
　
　

毛
利　

英
文

●
委　
　

員

　
　
　

岩
口　
　

巖

●
委　
　

員

　
　
　

永
原　

髙
義

●
委　
　

員

　
　
　

山
橋　

隆
雄

●
委　
　

員

　
　
　

坂
本　

年
行

　

審
査
内
容

・
議
案
第
38
号

　
　

大
任
町
男
女
共
同
参
画
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
す
べ
て
の
町
民
の

人
権
が
尊
重
さ
れ
、
い
か
な
る

差
別
も
な
く
す
こ
と
を
基
本
と

し
、
男
性
も
女
性
も
対
等
な
立

場
で
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
本
条

例
を
制
定
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　
　

質
疑
＆
回
答

●
田
中
議
長　

　
　

委
員
会
を
作
る
と
あ
り
ま
す

が
、
費
用
は
発
生
し
な
い
で
す

か
。

●
総
務
課
長

　
　

委
員
の
出
日
当
が
発
生
し
ま

す
が
、
当
初
予
算
に
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

(

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
満
場

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定)

・
議
案
第
40
号

総務常任委員会
16 日開会（審査経過）

総務常任委員会
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内
容
は
、
本
年
９
月
議
会
で

策
定
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回
、

温
泉
館
の
給
湯
施
設
の
増
設
や

新
た
な
温
泉
井
戸
の
掘
削
な

ど
、
温
泉
施
設
を
さ
ら
に
充
実

し
て
、
過
疎
地
域
の
自
立
促
進

に
資
す
る
事
業
を
行
お
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
過
疎
計

画
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

(

質
疑
、討
論
な
し
、採
決
の
結
果
、

満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定)

・
議
案
第
42
号

　
　

第
４
次
大
任
町
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
第
３
次
大
任
町

総
合
計
画
が
、
平
成
22
年
度

を
も
っ
て
完
了
す
る
こ
と
に
伴

い
、
本
町
に
お
け
る
総
合
的
か

つ
計
画
的
な
行
政
の
運
営
を
図

る
た
め
、
平
成
23
年
度
か
ら

平
成
32
年
度
ま
で
の
10
年
間

の
計
画
と
し
て
、
地
方
自
治
法

第
２
条
第
４
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
第
４
次
大
任
町
総
合
計
画

を
策
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

こ
の
計
画
は
、
第
１
部
第
１

　
　

大
任
町
総
合
運
動
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　
　

内
容
は
、
自
然
の
森
キ
ャ
ン

プ
場
の
シ
ャ
ワ
ー
施
設
を
一
部

改
良
し
、
風
呂
を
設
置
し
た
た

め
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
利
用
者
で

風
呂
を
使
用
す
る
場
合
に
、
バ

ン
ガ
ロ
ー
１
棟
に
つ
き
、
入
浴

料
と
し
て
１
、０
０
０
円
を
徴

収
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　　
　

質
疑
＆
回
答

●
岩
口
巌
委
員

　
　

バ
ン
ガ
ロ
ー
は
何
棟
で
す

か
。

●
教
育
課
長
補
佐

　
　

５
棟
で
す
。

　(

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
満
場

一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定)

・
議
案
第
41
号

　
　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

章
で
は
、
計
画
策
定
の
背
景
と

目
的
な
ど
、
基
本
的
な
事
項
に

つ
い
て
定
め
、
第
２
章
で
、
大

任
町
の
特
性
と
課
題
、
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
分
析
に
よ
り
、
今
後

期
待
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
方

向
、
大
任
町
の
発
展
課
題
を
整

理
し
、
第
２
部
第
１
章
で
、
大

任
町
の
将
来
像
を「
美
し
い
町
、

私
の
ふ
る
さ
と
大
任
」と
定
め
、

第
２
章
で
は
、
土
地
利
用
の
基

本
方
法
、
第
３
章
で
は
、
基
本

施
策
の
展
開
方
法
、
施
策
の
大

綱
で
は
「
い
き
い
き
と
交
流
、

定
住
す
る
町
大
任
、
子
育
て
応

援
、
生
涯
安
心
の
町
大
任
、
み

ん
な
で
築
く
美
し
い
町
大
任
」

に
つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
第

３
部
基
本
計
画
で
は
、
基
本
構

想
で
示
し
た
10
年
間
の
計
画
の

う
ち
、
前
期
の
５
年
間
に
取
り

組
む
施
策
の
展
開
方
法
を
明
ら

か
に
し
て
い
ま
す
。
第
１
章
、

緑
ゆ
た
か
で
安
全
な
生
活
環
境

づ
く
り
か
ら
、
第
８
章
の
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
と
、
開
か
れ
た

自
治
体
経
営
の
推
進
ま
で
の
第

８
章
に
わ
た
り
、
美
し
い
町
を

築
く
た
め
の
計
画
を
定
め
て
い

ま
す
。

 (

質
疑
、
討
論
な
し
、
採
決
の
結

果
、
満
場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定)

・
議
案
第
43
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
歳
入
歳
出
予

算
の
補
正
、
第
１
条
、
既

定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

２
億
７
、３
２
４
万
４
、０
０
０

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

45
億
９
９
８
万
８
、０
０
０
円

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
　

質
疑
＆
回
答

●
松
下
太
委
員
長

　
　

人
件
費
が
か
な
り
削
減
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
理
由
は
何
で

す
か
。

●
財
政
課
長　

　
　

退
職
勧
奨
に
よ
る
職
員
の
退

職
が
４
名
。
そ
の
分
と
、
職
員

の
期
末
勤
勉
手
当
が
減
額
に

な
っ
た
た
め
人
件
費
が
減
額
に

な
り
ま
し
た
。

(

討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
満

場
一
致
で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定)・
請
願
第
１
号

　
　

永
住
外
国
人
地
方
参
政
権

付
与
に
関
す
る
意
見
書
提
出
の

請
願
に
つ
い
て
。　

　
　

内
容
は
、政
府
に
お
い
て
は
、

永
住
外
国
人
に
地
方
参
政
権

を
付
与
す
る
法
改
正
が
検
討

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
　

我
が
国
に
忠
誠
義
務
の
な
い

外
国
人
、
ま
た
我
が
国
と
国
益

を
異
に
す
る
外
国
人
に
参
政
権

を
与
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
無

防
備
す
ぎ
ま
す
。
参
政
権
は
、

憲
法
15
条
１
項
に
も
明
言
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
国
家
と
運
命

を
と
も
に
す
る
国
民
に
与
え
ら

れ
た
特
別
な
権
利
で
す
。
し
た

が
っ
て
、
憲
法
の
規
定
に
も
反

す
る
参
政
権
の
付
与
に
つ
い
て

は
、
賛
成
す
べ
き
で
は
な
い
と

い
う
趣
旨
の
も
の
で
す
。

　
　

以
上
の
点
か
ら
、
外
国
人
に

地
方
参
政
権
を
与
え
た
場
合
、

国
の
政
治
、
ま
た
地
方
の
我
々

の
議
会
に
も
影
響
力
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
意
見
書
の



  

日
程
第
１
～
第
８

　

議
案
の
一
括
上
程

（
各
常
任
委
員
長
報
告
、
委
員
長
報

告
に
対
す
る
質
疑
・
討
論
・
採
決
）

○
地
域
振
興
常
任
委
員

　

長
報
告

　
　
　
（
委
員
長　

﨑
野
英
樹
）

　

去
る
12
月
13
日
の
本
会
議
に

お
い
て
、
付
託
を
受
け
ま
し
た
２

議
案
に
つ
い
て
12
月
14
日
、
10
時

か
ら
地
域
振
興
常
任
委
員
会
を
開

催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
原

案
の
と
お
り
全
員
異
議
な
く
可
決

す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
○
総
務
常
任
委
員
長
報
告

　
　
　
（
委
員
長　

松
下　

太
）

　

去
る
、
12
月
13
日
の
議
会
本
会

議
に
お
い
て
付
託
を
受
け
た
５
議

案
と
請
願
１
件
に
つ
い
て
、
12
月

16
日
、
10
時
か
ら
総
務
常
任
委

員
会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た

結
果
、
原
案
の
と
お
り
全
員
異
議

な
く
可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し

た
。
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提
出
を
要
望
す
る
請
願
書
で
あ

り
ま
す
。

(

質
疑
、討
論
な
し
、採
決
の
結
果
、

満
場
一
致
で
採
択
す
べ
き
も
の
と

決
定)

　

以
上
で
付
託
さ
れ
た
議
案
審
議

は
終
了
し
ま
し
た
。

「
所
管
事
務
、
諸
般
の
報
告
」

　

教
育
課
よ
り
、
来
月
１
月
10
日

に
成
人
式
が
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

で
執
り
行
う
。
総
務
課
よ
り
、
１

月
16
日
に
消
防
出
初
式
を
中
学

校
で
行
う
。
改
革
推
進
対
策
課
よ

り
、
道
の
駅
の
年
間
予
想
来
客
者

は
既
に
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
が
、

町
内
の
方
が
少
な
い
の
で
協
力
お

願
い
し
ま
す
と
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
事
務
局
よ
り
、
最
終
日
に
運

営
委
員
長
よ
り
発
委
案
を
提
出
。

23
年
初
寄
り
の
件
に
つ
い
て
報

告
。

　

以
上
で
総
務
常
任
委
員
会
を

閉
会
し
ま
し
た
。

　

質
疑
・
討
論
・
採
決

・
議
案
第
38
号

　
　

大
任
町
男
女
共
同
三
角
推

進
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
39
号

　
　

大
任
町
ひ
と
り
親
家
庭
等

医
療
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
40
号

　
　

大
任
町
総
合
運
動
公
園
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

・
議
案
第
41
号

　
　

大
任
町
過
疎
地
域
自
立
促

進
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

・
議
案
第
42
号

　
　

第
４
次
大
任
町
総
合
計
画

の
策
定
に
つ
い
て

・
議
案
第
43
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
一
般
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・
議
案
第
44
号

　
　

平
成
22
年
度
大
任
町
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・
請
願
第 

１ 

号

　
　

永
住
外
国
人
地
方
参
政
権

付
与
に
関
す
る
意
見
書
提
出
の

請
願
書

︽
以
上
議
案
７
件
、
請
願
１
件
に

つ
い
て
は
質
疑
・
討
論
な
し
、
採

決
の
結
果
、
満
場
一
致
で
可
決
︾

   

日
程
第
９　

・
発
委
第
３
号

　
　

一
人
暮
ら
し
の
寡
婦
医
療
制

度
に
関
す
る
意
見
書
案

　
　

内
容
は
、
平
成
22
年
９
月

末
で
医
療
制
度
が
廃
止
さ
れ
た

が
、
寡
婦
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
に
医
療
費
助
成
制

度
の
復
活
を
県
に
対
し
て
要
望

す
る
意
見
書
案
で
あ
り
ま
す
。

︽
質
疑
、討
論
な
し
、採
決
の
結
果
、

可
決
す
る
こ
と
に
決
定
︾

　　

以
上
を
以
っ
て
、
平
成
22
年
第

６
回
大
任
町
議
会
定
例
会
を
閉
会

い
た
し
ま
し
た
。

議 会 本 会 議
17 日開会（審議経過）



27 議会だより

　
　

平
成
22
年
第
５
回
大
任
町

議
会
臨
時
会
が
平
成
22
年
11

月
29
日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

・
議
案
第
37
号

　
　

大
任
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
　

内
容
は
、
大
任
町
職
員
の
給

与
月
額
を
平
均
０
．
２
パ
ー
セ

ン
ト
引
き
下
げ
、
12
月
期
の
期

末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
額
を
、

期
末
手
当
１
．
５
ヶ
月
を
１
．

３
５
ヶ
月
に
、
勤
勉
手
当
０
．

７
ヶ
月
を
０
．
６
５
ヶ
月
に
そ

れ
ぞ
れ
改
正
し
、
給
与
及
び
期

末
勤
勉
手
当
支
給
額
の
減
額

を
行
う
た
め
の
改
正
で
あ
り
、

特
別
職
並
び
に
議
会
議
員
の

期
末
手
当
に
つ
い
て
も
、
職
員

と
同
様
に
減
額
さ
れ
る
改
正

で
あ
り
ま
す
。

︽
討
論
な
し
、
採
決
の
結
果
、
全

員
異
議
な
く
可
決
︾

　　

以
上
で
平
成
22
年
第
５
回
臨

時
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

議会からのお知らせ

　議会では皆様方の生活に直結する予算
等が審議されております。多くの方々に議
会審議を傍聴して頂ければと思います。
　なお、次回の定例会は平成 23 年３月の
予定です。

大任町議会議長 田　中　良　幸
《議会だより編集委員会》
委　員　長 永　原　義　孝
委　　　員 松　下　　　太
委　　　員 毛　利　英　文
委　　　員 﨑　野　英　樹
委　　　員 次　谷　國　勝
　

第５回大任町議会
臨　時　会


